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ホームページに子どもたちの様子を公開しています

1学期の しめくくりに当たって

校長 川村 和人

7月 を迎 え、 l学期 も残 り3週間 とな りました。 日々の授業 とともに、運動会や遠足・校外

学習、学校公開 。道徳授業地区公開講座、 日光移動教室な どの大 きな学校行事 を通 して、子 ど

もたちの頑張 りと取組の様子か ら、一人ひとりの成長が見て取れます。

学校では、 日常的に、指導 と評価の一体化 を意識 して児童理解 に当たっていますが、特 に学

期末には、 「教 えるこどと育む ことをバランス とタイ ミングを考 えて行 う。」 とい うことが大

切であると改めて考 えます。つまり、学校 は、 「何 を教 えるか」 とい う矢口識の質や量の改善だ

けではな く、 「どのよ うに学ぶか。」 とい う学びの質や深 まりを重視 しなが ら指導す ることが

不可欠 ということです。学校が教育活動 を推進するに当た り拠 り所 とする学習指導要領 にtま 、

次のような記述があ ります。
【各教科等の指導 に当たっては、単元や題材な ど内容や時間の まとまりを見通 しなが ら、児

童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 を行 うこと。特 に、各教科等において

身に付けた矢口識及び技能を活用 した り、思考力・判断力・表現力等や学びに向か う力、人間性

等 を発揮 させた りして、矢口識 を相互に関連付 けてよ り深 く理解 した り、情報 を精査 して考 えを

形成 した り、問題 を見いだ して解決策 を考えた り、思いや考えを基に創造 した りす ることに向

か う過程 を重視 した学習の充実を図ること。】 (総 則か ら一部抜粋 )

一読ではなかなか理解 しず らい内容ではあ りますが、 これ らの内容 を本校 の教育に照 らし合

わせ、指導 と評価の一体化による児童一人ひ とりの学習のお矢口らせが、通矢口表に当た ります。

そ して、 4～ 6年 生の八王子市独 自の学力定着度調査も、子 どもたちが小学校で習得すべ き学

習の定着 を図るために実施 されてお り、結果 を児童 ,保護者に通矢口しています。

そこで、今年度か ら通矢口表において、 |・ 2年 生は「で きる 。がんばろう」、 3～ 6年 生は

「できる・だいたいで きる 。がんばろう」の評定について、各単元 (学 習内容)の観点別の評

価規準 と照 らし合わせて、本校の実態に応 じて総括的に評価する目標達成度 を改定 しました。

◎ |・ 2年 生の「で きる」 目標 に対 して 65%以 上の達成度。

◎ |,2年 生の「がんばろう」目標 に対 して 65%未 満の達成度。

◎ 3～ 6年 生の 「で きる」 目標に対 して90%以 上の達成度。

◎ 3～ 6年 生の「だいたいで きる」到連基準 とし、 日標の 65%以 上 90%未 満の達成度 .

◎ 3～ 6年 生の「がんばろう」 目標 に対 して 65%未 満の達成度。

上記の評定を行 うに際 しては、各教科の習得すべ き内容の学習状況について、ワークテス ト

の結果だけで評価するのではあ りません。「個別及び協働的に授業や学習に取 り組む態度や意

欲」「基礎基本 をもとに自分な りの工夫や考えをもって学習を進めた り、他の学習や 日常生活

に生か した りす る力」 「学習の成果 をノー トや紙面、 タブ レッ トパソコンで まとめた り、それ

を発表 した りす る力」 「各教科で基礎基本 となる習得すべ き学習 を理解で きた り、知識 として

定着で きた りする力」な どを総合的に評価 した り、よい ところや努力が必要な ところを評定 と

ともに学習や学級 。学校での生活の様子を含め、所見で丁寧にお矢口らせ した りします。今後 も、

学校での学習への自主的な取組 とともに、家庭での学習習慣の定着 について、連携で きますよ

う、 ご理解 とご支援 をお願いいた します。
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0保健0給Qの目
○廊下は静かに歩こう。

○歯を大切にしよう。

○よ<かんで残さず食べよう。
「主な予定」は変更になることがあります。C4th HorYle&

新の情報もご確認ください。

☆ナガブサンタイムの取組☆

【日本呈】

0月 8翌日 (年間 10回 )

01・ 2年生は5校 0寺 03・ 4年生は6校 0寺

【ねらい】

0既習事項の定着を図り、学力向上を目指します。

【内容】

●算数や国語のベーシック ドリル中心に取り組みます。

【交通安全のお願いについて】
夏休み直前には、夏休みの生活についてのお手紙

を配布いたしますが、日頃より交通安全についてご家
庭でも十分ご指導をお願いいたします。

最近、飛び出しによる児童・生徒の交通事故が増え

ています。道路を横断する時には、右左をよく確認し、
運転手とアイコンタクトをとり、車やバイク、自転車が
止まったのを確認してから手を挙げて横断するなど、
安全に気を付けることを身に付けさせましょう。
3年生は、自転車安全教室で講習を受け、自転車運

転免許証を発行されました。特に、警察と安全協会の

指導員の方々から、「自転車の運転は、自分と周りの

人の命を守ることが条件です。自分勝手な運転をせ

ず歩行者の優先と自動車に気を付けることがとって
も大切です。」と、指導を受けました。命を守るために
は、ヘルメットを着用することも大事です。

自転車の運転、道の歩き方については、全学年で交
通安全に気を付けるよう指導しています。引き続き、
保護者・地域の皆様に、ご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

☆CS子ども夏祭りについて

地上或のお祭りは中止となつているところが

あります。CS子 ども夏祭りにつきましては、

暑い時期で、食中毒や熱中症が心配のため、

今年度から行わないことになりました。

9月 1日 (金)は、 3校合同 (長房中 0長房

小・ 船田小)の「ヨ|き渡し訓練」です。

(長房小 午後 1時 50分引き渡 し開始)
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| 土 青少対クリーン活動9時人形爆公園集合

2 日

月
全校朝会 保護者会(12)
水道キャラバン(4)

5 6 6 ○ ○

4 火 委員会④          l sc 5 5 6 ○ ○

5 水
可ヽ中―貫教育の日 移動教室発表集会
4時間授業 (全 )

4 4 4 4 4 4 ○ ○

6 木 6 ○ /
7 金 保護者会(56)5時間授業(56) 5 5 5 ○ ○

‐
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9 日

10 月 全校朝会 家庭学習週間始 ○ ○

11 火 警馨贄霜Ψ学校訪間(6)   i sc 5 5 5 ○ ○

水 放送委員会発表集会 ○ ○

木 ALT④ ナガブサンタイム② 6 ○ /
金 家庭学習週間終 5 ○ ○

15 土 長房フア雪ム0:00・

日 |

７

¨
月 海の日

火 曇塀燻蟄1鳳:9驚幹クラブ⑤l sc 4 4 ○ ○

水 4時間授業 (全 ) 4 4 4 4 4 / /
木 終業式 水泳指導終 4 4 4 / /

21 金 夏朝体栞日始 被外宿泊 (な,「な4`→

22 土 隣外宿泊(なの
'ま

な4年 )

23 日

24 月 置人面談①

25 火 固人面餃②

26‐ 水 M人面談③

27 木 田人面観④

23 金 闘人面観⑤

29 土

30. 日

月‐闘人画談⑥・

8月

24日 木 車数教菫①

25 金 障 散壼②.保幼少連携の日

281 1月‐算数数室③

29 火 翼朝体彙日姜

水 l.A業式 4時間授業 (全 ) 4 4 4 4 4 4 / /
木

給食始 発育測定(56)
距木移動教室説明会 (5)

6 6 ○ /
月

日 金 31き渡し訓練 発育猥1定 (12) 5 5 5 ○ /
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